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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

水防関係に係る話題提供・情報共有

ワンコイン浸水センサ実証実験について
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

ワンコイン浸水センサ ～官民連携による流域の浸水状況把握～
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

中部管内の実証参加自治体（調整中含む）

豊田市：17基
・日本工営：5基

磐田市：22基

函南町：10基
・NSTG：3基

津市：33基
・AIG損害保険：1基
・中央大学：7基
・損害保険ジャパン：3基

桑名市：13基
・中央大学：2基

明和町：
・中央大学：1基（調整中）

自治体名：センサ設置予定数
（内：自販機搭載型センサ設置状況 ）

：～R5実証実験参加自治体
：R6実証実験参加自治体
：R7実証実験参加自治体

：自販機搭載型センサ調整中

令和７年３月時点

センサ設置予定数 計 751基
～R5 ： 220基
R6追加 ： 427基
R7追加 ： 104基

恵那市：10基

東海市：
・知多メディアス：6基

鳥羽市：24基
・三重県道路管理課：3基

浜松市：10基
・浜名梱包輸送（株）：4基

岐阜市：70基

沼津市：49基

土岐市：7基

豊川市：42基

清須市：11基

※数量は一部調整中を含む

安八町：10基

川根本町：3基

三島市：12基

豊橋市：21基

富士宮市：
・ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ：30基

笠松町：4基

牧之原市：
・中央大学：2基（調整中）

岡崎市：79基
・損害保険ジャパン：1基
・中央大学：2基
・あいおいニッセイ同和損害保険：2基

インターネット公開中
https://c-sensor.river.go.jp/

大垣市：31基
・ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ：65基

海津市：15基

稲沢市：24基

四日市市：23基
・四日市港管理組合：3基

熊野市：45基
・中央大学：9基

幸田町：20基
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

ワンコイン浸水センサ実証実験 参加自治体

令和７年度は２０２の自治体が実証実験に参加します（令和７年３月１４日時点）
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

ワンコイン浸水センサ ～自動販売機搭載型（R5設置事例）～
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

水防関係に係る話題提供・情報共有

浸水センサー表示システムについて
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

浸水センサー表示システム

7



R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

浸水センサが浸水を検知した場合、表示システムに浸水センサの浸水情報が表示されます。

実証実験参加者向けの表示システムではそれに加えて、周辺の地形から想定される浸水エリアが
リアルタイムで表示されます。また、過去履歴から過去の浸水状況を確認することができます。

浸水センサー表示システム
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

水防関係に係る話題提供・情報共有

令和６年度の出水時における河川状況
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

○出水概要（雨量状況）

8月31日 12時 実況天気図
出典：気象庁HP

8月31日 13時 レーダー雨量
出典：川の防災情報

等雨量曲線図
8月29日0時～8月31日24時

出典：統一河川情報

8月31日 13時 気象衛星画像
出典：気象庁HP

○令和６年台風第１０号の影響により大気の状態が不安定になり、８月２９日から３１日にかけて三重県内では

大雨となり、８月３１日には「顕著な大雨に関する情報」が出されました。

○鈴鹿川水系鈴鹿川流域、鈴鹿川水系内部川流域、雲出川水系中村川流域、雲出川水系波瀬川流域、

櫛田川水系佐奈川流域での８月２９日から３１日の累計降水量は、以下を記録しました。

・亀山雨量観測所 ２７２mm（時間最大３２mm/h） ※鈴鹿川流域

・山之坊雨量観測所 ３０４mm（時間最大４０mm/h） ※内部川流域

・宇気郷雨量観測所 ４５２mm（時間最大５５mm/h） ※中村川流域

・室の口雨量観測所 ３８８mm（時間最大２９mm/h） ※波瀬川流域

・相可雨量観測所 ４５５mm（時間最大６６mm/h） ※佐奈川流域

う き さと

相可雨量観測所

おうか

令和６年台風第１０号における出水状況
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～10 平成3年 9月17日 9月19日 秋雨前線・台風第28号 3.26
9 平成6年 9月27日 9月30日 台風第26号 3.28
8 昭和49年 7月7日 7月8日 梅雨前線 3.30
7 平成16年 9月28日 9月30日 台風第21号 3.36
6 平成26年 8月9日 8月10日 台風第11号 3.37
5 平成2年 9月19日 9月20日 台風第19号 3.37
4 平成27年 8月24日 8月26日 台風第15号 3.38
3 平成7年 5月10日 5月12日 低気圧 3.42
2 令和6年 8月29日 8月31日 台風10号 3.62
1 平成29年 10月21日 10月23日 台風第21号 3.87

順位 出水年月日 出水名称
水位

（m）

○櫛田川水系佐奈川の西山橋水位観測所(多気町)のピーク水位は、観測史上第２位となる３．６２ｍを記録し、

計画高水位を超過し溢水が発生しました。

○雲出川水系中村川の島田橋水位観測所（松阪市）のピーク水位は氾濫危険水位を超過しました。

○鈴鹿川水系鈴鹿川の高岡水位観測所（鈴鹿市）、鈴鹿川水系内部川の河原田水位観測所（四日市市）、

雲出川水系波瀬川の下川原橋水位観測所（津市）のピーク水位は避難判断水位を超過しました。

○出水概要（水位状況）

過去のピーク水位（西山橋水位観測所）

浸水時

平常時

溢水

佐奈川の浸水状況（ 4.6k付近右岸）

令和６年台風第１０号における出水状況
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

櫛田川水系佐奈川の8月31日の浸水状況

佐奈川

浸水状況 撮影日時：8月31日 14時～15時

浸水状況：4.6k右岸付近

浸水状況：5.0k左岸付近4.6k

4.8k

5.0k

凡例
： 浸水箇所

佐奈川

櫛田川

浸水箇所

位置図

箇所 浸水面積（m2）

4.6k右岸付近 約3,700

4.8k左岸下流付近 約1,900

5.0k左岸付近 約2,600

合計 約8,200

○ 令和６年８月３１日に櫛田川水系佐奈川で櫛田川合流部上流4.6～5.0k地点の左右岸で溢水し、
浸水被害が発生しました。（家屋被害無し）

N

平常時：4.6k右岸付近

平常時5.0k左岸付近

平常時：4.8k左岸下流付近浸水状況：4.8k左岸下流付近

くしだがわ さながわ
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

櫛田川水系佐奈川の事業効果
くしだがわ さながわ

■事業実施箇所

■位置図
平常時

出水時

■西山橋付近出水状況

2024.8.31 14:40

2024.8.22撮影

８

■今回出水による整備効果（水位低下効果）

■浸水状況（H29出水と比べ大きく減少）

西山橋

西山橋

平成29年台風第21号
浸水範囲

浸水戸数 ２戸
浸水面積 約187,000m2

浸水家屋

西山橋水位観測所

今回出水
浸水範囲

浸水戸数 ０戸
浸水面積 約8,200m2

西山橋水位観測所

佐奈川 佐奈川

相可
雨量観測所

西山橋
水位観測所

櫛田川

佐奈川

整備効果

河道掘削（約12,000m3 ）・樹木伐開（約17,500m2 ）

櫛田川佐奈川

西山橋
水位観測所

掘削前

掘削後

佐奈川1.4k付近

○櫛田川水系佐奈川では、令和６年８月台風第10号に伴う大雨により、相可雨量観測所において総雨量455mm（時間

最大雨量66mm）を観測、西山橋水位観測所において計画高水位（3.27m）を超過する3.62mを観測しました。

◯平成29年度以降、防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策等の予算を活用し、河道掘削、樹木伐開を実施

したことで、今回の出水では約0.6mの水位を低下させ、観測史上最高水位を記録した平成２９年出水と比較し、浸水

面積が大きく減少（95%減）しました。

○万が一、事業を実施していなければ、今回のピーク水位は観測史上最高水位（H29）を30cm以上上回り、当時よりも

多くの浸水被害が発生していたと推定されます。

くしだがわ さながわ

にしやまばし

おうか

計画高水位3.27m

西山橋水位観測所地点

河道掘削

河川改修実施前の水位 4.20m ▼

約0.6mの
水位低下

今回の水位 3.62m ▼

平成２９年 出水時の
最高水位 3.87m
▼

約12,000m3（25mプールで約40杯分）

※記載の数値等は速報値であり、今後変更の可能性があります。
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

水防関係に係る話題提供・情報共有

特定都市河川
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

「流域治水」の本格的な実践に向けた
雲出川水系中村川・波瀬川・赤川等の特定都市河川への指定
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会
雲出川水系中村川・波瀬川・赤川流域水害対策計画の策定（令和６年６月４日）

○ 雲出川水系中村川・波瀬川・赤川の特定都市河川の指定に伴い、河川管理者・下水道管理者及び流域自治体、地域の防災リーダーなどか
ら構成する流域水害対策協議会を組織し、流域治水の計画的・効果的な実践に向けた議論を行い、あらゆる関係者の協働による総合的な
浸水被害対策として「流域水害対策計画」を策定した。（令和６年６月４日策定）

①計画区域

波瀬川

津市

松阪市

河川区間：雲出川水系中村川等の計９河川

※国土交通大臣による指定手続き：中村川、波瀬川等（計８河川）、
三重県知事による指定手続き：赤川（１河川）

流域面積：約125km2（津市の一部、松阪市の一部）

※中村川流域：約86k㎡、波瀬川流域：約31k㎡ 、
赤川流域：約8k㎡

 河川整備計画（国、県）、公共下
水道事業計画、まちづくりの計画
期間を踏まえ、概ね30年とした。

②計画期間・計画対象降雨

 本計画の目標とする計画対
象降雨は、過去に流域に大
きな被害をもたらした昭和57
年8月洪水とした。 一志団地内

浸水被害状況

対策による分担イメージ
流量

河
川
整
備
計
画

既往の開発指導要綱等 雨水浸透阻害行為の許可

流
域
水
害
対
策
計
画

河川整備計画 流域水害対策計画
（特定都市河川）

計画を上回る
洪水に対しても
被害を軽減

河川整備計画
目標流量
（現行）

本計画に定める
特定都市河川の
整備目標流量

目
標
降
雨
が
生
じ
た
場
合
の

浸
水
被
害
の
防
止

流域での貯留対策・
土地利用規制

下水道整備 浸水被害の
拡大防止の
ための措置

①氾濫をできるだけ防ぐ･減らす対策

③被害の軽減、早期復旧、復興の対策

②被害対象を減少させるための対策

河川整備

流域での貯留対策（雨水貯留浸透施設の整備、
ため池の治水利用、水田の貯留機能向上等）

土地利用規制（浸水被害防止区域・
貯留機能保全区域の指定等）

浸水被害の拡大防止のための措置

下水道整備

昭和57年8月洪水の浸水区域

都市浸水想定（現況時点で計画対象降雨が発生）

整備後

③都市浸水想定

 現況及び対策実施後において、計画対象降雨が生じた場合に、外水・内水氾濫により想定され
る浸水区域をシミュレーションにより推定。

都市浸水想定（整備後次点で計画対象降雨が発生）

※1 整備後も浸水が想定される区域を基本とし、
雨水等を一時的に貯留する効用がある土地を
可能な限り保全するため、貯留機能保全区域
の指定を検討

※2 都市浸水想定で床上浸水が見込まれる土
地を基本とし、住民等の生命・身体を保護する
ため、浸水被害防止区域（開発規制・建築規制
の措置）の指定を検討。

ハード整備の加速化 (概ね30年の計画) 流出抑制対策の推進

水害リスクを踏まえた土地利用

【中村川】（国土交通省）
・河道掘削、樹木伐開、護岸整備、
堤防強化

・横断工作物の改築・補強
【波瀬川】（国土交通省）
・河道掘削、護岸整備
【雲出川】（国土交通省）
・河道掘削、樹木伐開
・赤川・其村無堤部対策、牧・
小戸木遊水機能の確保

【赤川】（三重県）
・河道拡幅・掘削、堤防嵩上げ、
護岸整備、橋梁架替

【波瀬川排水区】（津市）
・ポンプ場、調整池整備、水路改修
【中川西部排水区】（松阪市）
・ポンプ場、調整池整備、管渠整備

④対策内容

 流域のあらゆる関係者の協力に
よる付加的な雨水の貯留や浸透
に係る取組（以下）の一層の促
進を図る

・雨水貯留施設
・ため池の治水利用
・水田貯留
・既存の防災調整池等や保水・
遊水機能を有する土地の保全

 流出雨水量を現在よりも増加させる行為への
対策を義務付け

水田貯留の実施例

波瀬川
流域

中村川
流域

赤川
流域

 貯留機能保全区域(※1) 又は浸水被害防止区域
（※2）の指定に向けた検討

波瀬川
排水区

中川西部
排水区

ポンプ場、調整
池整備、水路改

修等

護岸整備

計画遊水地指定

堤防整備

河道掘削

河床整生

横断構造物改築

暫定堤整備

樋門・水門
凡例
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

水防関係に係る話題提供・情報共有

DX技術を活用した災害対応
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R７年度 第１回大規模氾濫減災協議会 合同協議会

DX技術を活用した災害対応の取り組みが
ジャパン・レジリエンス・アワード「グランプリ賞」を受賞しました。

計画策定後 河川管理者等にて

 大雨による浸水被害が発生した場合、迅速な災害対応や地域への情報発信を行うため、浸水の状況を、速やか
に把握することが求められています。

 三重河川国道事務所では、雲出川流域の災害を想定し、小型で低コストの浸水センサを活用したリアルタイム
に浸水状況を把握するシステムを構築しました。また、本システムを活用し、浸水状況から通行可能道路を即
時に三次元の地図に表示するシステムを構築しました。

 これらの機能はDX技術を活用しており、小型で低コストの浸水センサの活用や、DXマネジメントシステムと
称した三次元で各種の情報を表示することが可能なシステムを活用しています。

 本取り組みは災害対応の迅速化・効率化につながり、国土強靭化に資する取り組みとして評価され、ジャパン
レジリエンス・アワード2025「グランプリ賞※」を受賞しました。

スタート（基地等）

ゴール（被災箇所）

浸水範囲

浸水を回避した
ルートを表示（緑）

複数の浸水センサから
面的に浸水範囲を把握

DXマネジメントシステム（一例：浸水被害発生時のアクセスルート候補表示機能）

浸水センサ設置例 ( 赤色 浸水検知)

複数の回避ルート
候補を提案

災害対策車両
（大型車等）を考慮

センサ

センサ

センサ

センサ

センサ

センサ
センサ

センサ

センサ

センサ

センサ

センサ

センサ

センサ

センサ

センサ

センサ

センサ センサ

雲出川→

浸水センサは
小型で低コスト【DX技術】

センサ

センサ

三次元で、各種情報を
表示可能【DX技術】

ジャパン レジリエンス・アワード
「グランプリ賞」を受賞

※システムを開発した株式会社オリエンタルコンサルタンツとの共同受賞
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